


































報告者 時 殷弘  (中国人民大学国際関係学院教授、アメリカ研究センター主任教授) 
高井潔司（北海道大学国際広報メディア研究科教授、元読売新聞北京支局長） 
竹内 實  (京都大学名誉教授) 
司会    本山美彦(京都大学経済学研究科教授) 
日時   7 月 1 日(金)午後 2:00-6:00   
会場 京都大学時計台記念館百周年記念ホール 




第 6 回 世界の援助潮流とアジアの開発課題 
講師 国際協力銀行開発業務部 業務課長 和田義郎氏 
日時 6 月 30 日（木） 12:15-13:45 



































取り戻すことができる。                           




















Financial Development Paradigms in the Globalization Era: Lessons from the Qinghai Community 
Development Project in China）”の発表を行った。発表の結論として、中国青海省のような地
域のマイクロ・ファイナンスでは、マイクロ・ファイナンス・トライアングル（critical triangle 
of microfinance）に対応する際、情報技術を統合することが鍵であることが導かれた。トラ
イアングルとは以下の三つのポイントである：１）アウトリーチ (より多くの貧困層に届く)、
２）金融の安定 (長期に渡り、運営費と財政費の支払いが可能である)、そして３）インパ
クト(生活の質に十分な影響がある)、これら三つを同時に対処する必要がある。 
本発表により、多くの質問や意見が出され、発表日以降まで続く活発な議論に発展した。
その中で今後重要な意味を持つ議論は、  
• 参加型貧困削減、マイクロ・ファイナンス、情報技術が、グローバリズムという大
きな流れに対し、どのように適切なリンクをすることができるか。  
• マイクロ・ファイナンスと情報技術の統合プロセスはどのようなものであるか、そ
して、考えられる重要な政策というのは何か。 
本大会は、開発経済とグローバル・ビジネスの知識を海外研究者と共有し、有益なフィ
ードバックを得るための大変貴重な機会であった。大会の議論や講演に参加することによ
って学んだものは大きく、今後の研究・教育活動に生かして行きたい。  
 
